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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第３四半期累計期間
第43期

第３四半期累計期間
第42期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

営業収益 (千円) 4,528,072 4,168,334 6,198,450

経常利益 (千円) 2,385,996 2,487,968 3,292,410

四半期（当期）純利益 (千円) 1,339,467 1,365,358 1,864,912

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 2,307,848 2,307,848 2,307,848

発行済株式総数 (株) 109,935 109,935 109,935

純資産額 (千円) 19,337,135 20,898,178 19,862,580

総資産額 (千円) 50,641,409 52,836,099 52,533,558

１株当たり四半期（当期）純利益金額 (円) 12,185.84 12,421.38 16,966.08

潜在株式調整後１株当たり四半期（当
期）純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 1,500.00 1,500.00 3,000.00

自己資本比率 (％) 38.2 39.6 37.8

　

回次
第42期

第３四半期会計期間
第43期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4,040.61 3,988.52

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．営業収益には消費税等を含んでおります。

３．持分法を適用すべき関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社

における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により低迷していた企業活動や個人消費は復

興に向けた動きと共に持ち直しの動きが見られた一方、欧州債務危機やそれに伴う世界的な経済の減速懸念の影響

もあり、日本経済においても円高や株式市場の低迷が長期化しており、先行きは依然として不透明な状況で推移し

ました。

不動産金融市場におきましては、東日本大震災が不動産の流動性に与える影響が懸念されましたが、当社の主要

な営業エリアである首都圏における影響は限定的で、全体としては大きな変化は見られず、先行きについても底堅

く推移するものと予想されます。しかしながら一方では、一部の中小企業における資金繰り環境が依然として厳し

い状態にあることや、景気の下振れリスクが不動産の流動性に影響を与えることが懸念され、今後の動向に留意す

る必要があります。

このような環境の下、当社におきましては、首都圏における不動産市場が安定的に推移していることから、キャン

ペーンの実施やインターネット・交通広告等によるプロモーション活動を通じて新規顧客の獲得に積極的に取り

組んでまいりました。その結果、第３四半期における営業貸付金回収額はほぼ横ばいで推移しましたが、新規貸付額

は、第１四半期の4,785,500千円、第２四半期の4,733,100千円に対し、第３四半期においては7,455,210千円と大き

く増加し、第３四半期会計期間末の営業貸付金残高は、前事業年度末の48,371,353千円から50,126,010千円となり、

1,754,656千円（3.6％）増加いたしました。

営業損益については、期中平均貸付金残高が前年同四半期比6.6％の増加となったことにより、営業貸付金利息

は、前年同四半期比128,313千円（3.9％）の増加となったものの、販売用不動産の取得及び処分が大幅に減少した

ことに伴い、不動産売上高が前年同四半期比470,664千円（73.5％）の減少、不動産売上原価が前年同四半期比

387,857千円（74.3％）の減少となりました。金融費用は、平均借入金残高が貸付金残高の増加に連動して前年同四

半期比5.2％の増加となったことに伴い32,865千円（5.1％）の増加となりました。その他の営業費用は、貸倒引当

金の減少に伴い貸倒引当金繰入額が前年同四半期比93,358千円の減少となったこと等により、前年同四半期比

102,771千円（10.5％）の減少となりました。

なお、平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正

する法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の

確保に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が公布されたことに伴い、平成24年４月１日から開始する会

計年度以降において解消が見込まれる一時差異については、繰延税金資産を計算する際の法定実効税率が変更され

ることとなりました。この変更により、法人税等調整額は変更前の法定実効税率で計算した場合に比べて57,640千

円増加しております。

以上の結果、当第３四半期累計期間における業績は、営業収益は4,168,334千円（前年同四半期比7.9％減）、営業

費用は1,690,205千円（同21.3％減）となり、営業利益は2,478,129千円（同4.1％増）、経常利益は2,487,968千円

（同4.3％増）、四半期純利益は1,365,358千円（同1.9％増）となりました。

なお、当社は不動産担保ローン事業の単一セグメントであるため、セグメントに関連付けた記載は行っておりま

せん。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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(4）営業の状況

①　営業収益の状況

当第３四半期累計期間の営業収益をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

前年同四半期比（％）

不動産担保ローン事業 （千円） 4,168,334 △7.9

報告セグメント計 （千円） 4,168,334 △7.9

合計 （千円） 4,168,334 △7.9

（注）消費税等につきましては、税込方式で表示しております。

　

②　営業貸付金増減額及び残高

区分

前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

金額（千円） 金額（千円）

期首残高 44,936,852 48,371,353

期中貸付額 17,848,400 16,973,810

期中回収額 15,725,400 15,069,850

破産更生債権等振替額 － 6,459

貸倒償却額 21,373 142,843

四半期会計期間末残高 47,038,477 50,126,010

平均貸付金残高 45,817,818 48,841,261
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③　営業貸付金残高の内訳

利率別貸付金残高

利率別

前第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

当第３四半期会計期間末
（平成23年12月31日）

件数 残高（千円） 件数 残高（千円）

　
構成
割合
（％）

　
構成
割合
（％）

　
構成
割合
（％）

　
構成
割合
（％）

7.0％以下 151 3.8 3,036,4266.5 292 7.0 7,056,83914.1

7.0％超　　 8.0％以下 108 2.7 3,729,2617.9 147 3.5 5,374,71510.7

8.0％超　　 9.0％以下 966 24.118,239,67438.81,27630.721,212,17642.3

9.0％超　　10.0％以下 2,51862.921,294,96645.32,26254.516,056,74532.0

10.0％超　　11.0％以下 185 4.6 567,2471.2 135 3.3 342,4790.7

11.0％超　　12.0％以下 18 0.4 34,3360.1 13 0.3 36,3100.1

12.0％超　　13.0％以下 21 0.5 60,9440.1 11 0.3 31,1580.1

13.0％超　　14.0％以下 32 0.8 69,5410.1 11 0.3 11,8350.0

14.0％超　　15.0％以下 6 0.2 6,0780.0 3 0.1 3,7480.0

合計 4,005100.047,038,477100.04,150100.050,126,010100.0

（注）件数は同一顧客の場合でも契約が異なる場合は１件として計算しておりますので、顧客数での表示とは相違があり

ます。

　

④　調達実績

借入先別内訳

借入先別

前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）　

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）　

調達額
(千円)

返済額
(千円)

四半期末残高
(千円)

調達額
(千円)

返済額
(千円)

四半期末残高
(千円)

都市銀行 2,400,0002,286,6003,813,8001,700,0001,781,6003,529,999

地方銀行 3,844,0003,829,8318,037,8633,900,0003,463,2718,702,979

外国銀行 － － 800,000 － 800,000 －

信託銀行 1,800,0002,336,3473,618,4321,600,0002,461,2182,510,542

その他銀行 1,800,0001,201,0002,840,0002,900,0001,590,0003,940,500

保険会社 － 102,000 90,000 － － －

事業会社 4,855,5004,424,2858,470,6033,395,8084,465,5268,756,765

合計 14,699,50014,180,06427,670,69913,495,80814,561,61627,440,786
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　　類 発行可能株式総数（株）

普通株式 360,000

計 360,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年２月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 109,935 109,935
東京証券取引所
（市場第一部）

当社は単元株制度は採
用しておりません。

計 109,935 109,935 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年10月１日～
平成23年12月31日

－ 109,935 － 2,307,848 － －

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　15 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 109,920 109,920 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 109,935 － －

総株主の議決権 － 109,920 －

　

②【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アサックス
東京都渋谷区広尾
一丁目３番14号

15 － 15 0.01

計 － 15 － 15 0.01

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

　

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）及び「特定金融会社等の会計の整理に関する命令」（平成11年総理府・大蔵省令第32号）に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,050,160 1,837,591

営業貸付金 48,371,353 50,126,010

販売用不動産 180,000 102,677

前払費用 66,724 48,799

繰延税金資産 306,677 87,024

その他 83,278 65,791

貸倒引当金 △361,424 △129,800

流動資産合計 51,696,771 52,138,094

固定資産

有形固定資産 140,485 148,652

無形固定資産 28,457 26,044

投資その他の資産

破産更生債権等 16,002 13,840

その他 667,141 522,967

貸倒引当金 △15,300 △13,500

投資その他の資産合計 667,844 523,308

固定資産合計 836,786 698,005

資産合計 52,533,558 52,836,099

負債の部

流動負債

短期借入金 255,808 230,544

1年以内返済予定の長期借入金 12,579,408 13,304,585

コマーシャル・ペーパー 2,088,080 2,985,882

未払金 44,954 31,837

未払費用 33,311 63,395

未払法人税等 770,940 142,019

預り金 35,250 38,637

前受収益 206,913 243,214

賞与引当金 21,417 2,819

利息返還損失引当金 18,400 22,600

その他 2,064 664

流動負債合計 16,056,547 17,066,199

固定負債

長期借入金 15,671,378 13,905,656

役員退職慰労引当金 942,450 965,588

その他 602 477

固定負債合計 16,614,430 14,871,721

負債合計 32,670,977 31,937,921

純資産の部

株主資本

資本金 2,307,848 2,307,848

利益剰余金 17,555,982 18,591,580

自己株式 △1,250 △1,250

株主資本合計 19,862,580 20,898,178

純資産合計 19,862,580 20,898,178

負債純資産合計 52,533,558 52,836,099
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

営業収益

営業貸付金利息 3,286,219 3,414,532

その他の営業収益 1,241,852 753,801

営業収益合計 4,528,072 4,168,334

営業費用

金融費用 646,401 679,267

売上原価 522,364 134,507

その他の営業費用 979,201 876,429

営業費用合計 2,147,968 1,690,205

営業利益 2,380,103 2,478,129

営業外収益

受取利息 324 201

受取手数料 175 186

償却債権取立益 － 695

受取補償金 － 7,200

雑収入 5,392 1,638

営業外収益合計 5,893 9,922

営業外費用

雑損失 0 83

営業外費用合計 0 83

経常利益 2,385,996 2,487,968

特別利益

償却債権取立益 100 －

固定資産売却益 19 －

特別利益合計 119 －

特別損失

固定資産売却損 1,020 5

固定資産除却損 1,813 2,348

会員権評価損 － 5,040

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,533 －

特別損失合計 6,368 7,394

税引前四半期純利益 2,379,747 2,480,574

法人税、住民税及び事業税 941,848 853,830

法人税等調整額 98,431 261,384

法人税等合計 1,040,280 1,115,215

四半期純利益 1,339,467 1,365,358
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【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
　

　

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。
　

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 15,830千円 19,447千円

のれんの償却額 － －

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 164,880 1,500平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

平成22年11月５日
取締役会

普通株式 164,880 1,500平成22年９月30日平成22年12月６日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 164,880 1,500平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 164,880 1,500平成23年９月30日平成23年11月28日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自平成23年

４月１日　至平成23年12月31日）

当社は、不動産担保ローン事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 12,185円84銭 12,421円38銭

（算定上の基礎） 　 　 　

四半期純利益金額 （千円） 1,339,467 1,365,358

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額 （千円） 1,339,467 1,365,358

普通株式の期中平均株式数 （株） 109,920 109,920

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

当第３四半期会計期間（自平成23年10月１日　至平成23年12月31日）

該当事項はありません。

　

２【その他】

平成23年11月11日の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額 ……………………………164,880,000円
（ロ）１株当たりの金額 …………………………………………1,500円
（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 …………………
　

平成23年11月28日

（注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

平成24年２月８日

株式会社アサックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 松本　正一郎　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 板谷　秀穂　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサッ

クスの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第43期事業年度の第３四半期会計期間（平成23年10月１日から

平成23年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサックスの平成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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